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市 の 人 口 
	

男 25,694人 
	

世 帯 数 	14,637 

	

53,132人 女 27,438人 
	

（昭和57年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

撫醗器輪齢 
ゆっくりでも走ろうというジョッギングコースの走り

初めが 4月29日、およそ800人の老若男女が参加して行わ

れ、快い汗を流していました。 

この日の朝は、薄曇りの肌寒い天気でしたが、思い思

いのトレーニングウェアを着た親子づれなどお祭り広場

に続々詰めかけ、寺田市長が、「日頃からスポーツに親し  

み体力づくりに励んで下さい」 とあいさつをしました。 

準備体操のあと参加者たちは、市長を先頭にコースい

っぱいに広がり、互いに談笑しながらゆっくり走り、市

営球場近くの折り返し点までの往復 3キロ航を走り抜きま

したo 

（写真＝=4月29日、岩木川堤防で） 



(519号） ② 広報ごしょがわら 

差
点
で
あ
る
旧

ロ
ー
タ
リ
を
基
 
市

長
は
じ
め
市
清
掃
公
害
課
、
 

点
と
し
て
、

敷
島
町
五
能
線
踏
 
建
設
課
、

五
所
川
原
土
木
事
務
 

切
か
ら
鎌
谷
町
交
差
点
の
間
で
 
所
、

市
町
内
会
も
応
援
に
出
、
 

「消
費
者
講
座
」
 

開
設
の
ご
案
内
 

五
月
三
十
日
 

ロ
と
き
 
五
月
二
十
九

は
「
消
費
者
の
 
日

（
土
）
午
前
十
時
か
ら

日
」
で
す
。
 

正
午
ま
で
 

こ
の
日
は
全
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所

川
原

国
各
地
で
消
費
 
市

中
央
公
民
館
 

者
問
題
の
認
識
 

口
講
話
 

を
深
め
、
消
費
 

※
テ
ー
マ
 
「あ
な
た

者
行
政
の
推
進
 

な
ら
ど
う
す
る
上
土
婦
と

を
は
か
る
た
め
 
し

て
消
費
者
と
し
て
」
 

の
行
事
が
行
わ
 

※
講
師
弘
前
大
学
教

れ
ま
す
。
 

育
学
部
助
教
授
 
中
館
哲

市
で
も
次
の
 

子
氏
 

日
程
で
消
費
者
講
座
を
開
 

口
映
画
 
「
母
と
子
の

催
し
ま
す
の
で
多
数
ご
参
 

消
費
者
教
育
」
 

集
下
さ
い
。
 

「消費者の日」記念行事 

（
 
新
行
政

連
絡

員
 
）
 

春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
が
四
月

二
＋
四
日
行
わ
れ

ま
し
た
。
国

道
3
3
9
号
線
と
駅
通
り
の
交
 
 

側
溝
か
ら
あ
げ
た
泥
の
運
搬
作
 

業
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
作
業
に
は
、
寺
田
 

ダ
ン
プ
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
 

六
台
の
車
両
が
出
動
し
、
作
業
 

に
先
立
っ
て
、
寺
田
市
長
が
、
 

「き
れ
い
な
ま
ち
を
実
現
す
る

た
め
、
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
運

動
が
広
が
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
一
行
は
、
市
長
を
 

先
頭
に
二
班
に
分
か
れ
、
車
の
 

往
来
が
激
し
い
国
道
の
中
で
、
 

す
で
に
町
内
で
あ
げ
て
お
い
た
 

鷺
 

側
溝
の
泥
や
ゴ
ミ
を
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
に
次
々
に
積
み
上
げ
、
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

(5
7・

 

五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町
ー
長
内
千
代
吉
▽
幾

島
町
ー
片
山
政
一
▽
柏
原
町
ー
 

高
松
三
雄
▽
上
平
井
町

ー
気
田

勝
治
▽
平
井
町
廿
津
川
武
雄
▽

中
平
井
町
ー
古
坂
功
▽
下
平
井

町
ー
木
村
智
慧
雄
、
高
橋
善
次

郎
▽
さ
つ
き
町
ー
伊
藤
正
彦
▽

敷
島
町
ー
中
山
金
次
郎
▽
東
雲

町
ー
木
村
一
雄
▽
旭
町
廿
成
田

栄
治

▽
大
町

廿
姥
子
竹
次
郎
▽

寺
町

・
岩
木
町
ー
福
士
孝
一
▽

末
広
町

・
新
宮
町
ー
松
本
一
雄

▽
末
広
町
ー
小
野
清
茂
▽
布
屋

町
廿
葛
西
徳
蔵
▽
本
町
ー
葛
西

専
造
▽
東
町
ー
小
山
内
末
治
▽

弥
生
町
ー
藤
田
仁
三
郎
▽
鎌
谷

町
ー
藤
森
正
夫
、
一
戸
勇
、
三
上

晴
男
▽
川
端
町
廿
山
田
四
ッ
男

▽
第

一
柳
町
ー
対
馬
左
都
夫
▽

第
二
柳
町
廿
葛
西
富
蔵
▽
成
田

町
廿
金
沢
定
雄
▽
元
町
ー
木
村

文
男

▽
新
町
廿
唐
牛
行
雄
▽
田

町
ー
佐
々
木
兼
五
郎
▽
栄
町
ー
 

江
良
直
義
▽
田
園
調
布
ー
大
沢

拓
三

▽
十
川
町
廿
前
田
貢

▽
平

和
町
廿
笠
井
長
三
郎
、
野
呂
甚

助
▽
雛
田
ー
関
宏
行
▽
小
曲

ー
 

成
田
孝

一
郎
▽
沼
田
町
廿
古
川

ミ
ツ
エ
▽
八
重
菊

ー
中
野
鉄
男

湊
団
地
 

▽
第

一
千
鳥
町

ー
原
田
市
太
 
 4

・
 
 ー
、
5
8・

 3

・
 
 3
1)
 

郎
▽
千
鳥
町
ー
金
沢
寛
▽
湊
団

地
町
l
阿
部
安
太
郎
 

松
島
団
地
 

▽

一
丁
目
ー
藤
田
善
太
郎
▽

二
丁
目
ー
長
尾
与
広
▽
三
丁
目
 

ー
沢
村
繁

▽
四
丁
目
廿
葛
西
勇

三
郎
▽
五
丁
目
ー

工
藤
昭
子
▽

六
丁
目
ー
白
川
久
夫
▽
七
丁
目
 

ー
春
藤
孝
男
▽
八
丁
目
ー
千
葉

惣
之
助
 

若
葉
地
区
 

▽
市
営
住
宅
廿
中
谷
正
治

▽

県
営
住
宅
廿
長
尾
テ
ル
子
▽
第

一
町
内
ー
白
取
孝

一
▽
第
二
町

内
ー
原
田
ヒ
ロ
 

七
和
地
区
 

▽
高
野
廿
堀
内
秀
城
、
堀
内

謙
司
、
小
笠
原
惣
三
郎
▽
前
田

野
目
ー
斎
藤
定
美
、
新
谷
健
之

助
▽
持
子
沢
ー
成
田
岩
太
郎

▽

羽
野
木
沢
廿
伊
藤
武
一
▽
原
子

廿
斎
藤
伊
助
、
柳
原
政
次
郎
▽

俵
元
ー
伊
藤
武
雄
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
ー
笹
森
豊
弘

▽
福
山
 

l
石
岡
勇
吉
、
小
枝
富
明

▽
杉

派
立
ー
斎
藤
良
男
▽
野
里
ー
石

岡
周
助
▽
神
山
廿
成
田
勇
蔵
▽

松
野
木
ー
仙
庭
好
美
▽
福
岡
ー
 

中
川
定
雄
▽
若
山
ー
高
谷
栄

一

▽
石
田
坂
ー
斎
藤
仁
郎
▽
戸
沢

廿
仙
庭
文
男
▽
豊
成
廿
工
藤
順
 

昭和57年（1982年） 5 月15日 

側
溝

の
泥
や
ゴ

ミ
を
運
搬
 

冒
⑩
ク
紗
難
ツ
 

戸
 



(519号） 広報ごしょがわら ③ 昭和57年（1982年） 5月15日 

寺
田
市
長
が
農
家
を
激
励
 

へ
の
意
欲
、
方
針
、
現
状
等
の

説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
 

「管
理
を
徹
底
し
て
二
年
続
き

の
冷
害
を
な
ん
と
か
乗
り
き
っ

て
欲
し
い
」
と
周
囲
を
激
励
し

て
い
ま
し
た
。
 

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
寺
田
市

長
は
、
組
合
員
の
方
々
の
育
苗
 

冷害を 

乗り切ろうミ 

、
、
 

四
月
二
十
三
日
、
寺
田
市
長

が
長
橋
‘
梅
田
両
地
区
に
あ
る

育
苗
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
苗
の

育
生
状
況
を
視
察
、
激
励
し
ま

し
た
。
 

両
セ
ン
タ
ー
と
も
農
業
構
造

改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
利
用
組
合
を
つ

く
り
集
団
で
運
営
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
集
団
に
よ
る
育
苗
セ

ン
タ
ー
運
営
の
も
う
ー
つ
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
両
地
区
と
も
リ
ン

ゴ
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
田
植
え

と
か
ち
あ
う
農
繁
期
に
労
カ
を

振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

そ
の
効
用
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

人権擁護委員制度き響櫛篇篇 

昭
和
二
十
四

年
六
月
一
日
は

人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
0
 

人
権
擁
護
委

員
法
は
国
民
の

基
本
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
、
 

い
わ
ば
民
間
人

に
よ
る
人
権
の

番
人
の
機
関
で

す
。
 

六
月
一
日
を
 

「人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
み

な
さ
ん
と
共
に

一
層
の
人
権
思

想
の
啓
発
に
励
 

む
こ
と
を
申
し
合
せ
て
お
り
ま

す
。
 

あ
な
た
の
街
に
は
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委

員
が
お
り
ま
す
。
日
常
生
活
で

困
窮
し
て
い
る
方
は
ご
相
談
し

て
下
さ
い
。
 

▽
尾
崎
正
雄
 
市
内
字
田
町
 

一
八
七
（
廿
⑩
二
六
二
四
番
）
 

▽
石
井
福
太
郎
 
市
内
字
鎌

谷
町
六
二
の
一
 （云
⑩
三
四
八

〇
）
 

▽
佐
々
木
初
海
 
市
内
大
字

吹
畑
字
藤
巻
三
六
の
一
 （
廿
⑩
 

 

▽
山
谷
清
 
市
内
字
元
町
一

五
二
の
一
 
（廿
⑩
三
〇
三
五
）
 

▽
鎌
田
嘉
兵
衛
 
市
内
字
柏

原
町
四
の
二
（
廿
⑩
二
五
六
 

 ▽
小
笠
原
徳
一
 
市
内
大
字

野
里
字
牧
の
原
一
六
の
二
（
。
 

⑩
三
〇
六
一
）
 

▽
磯
野
房
枝
 
市
内
字
敷
島

町
二
〇
の
一
七
（
云
⑩
二
七
九

八
）
 

▽
白
戸
良
徳
 
市
内
字
鳥
森

三
九
の
四
三
（

廿
⑩
六
九
〇

七
）
 

▽
木
村
資
 
市
内
字
鎌
谷
町
 

八
（
廿
⑩
二
四
九
三
）
 

三
 梅

沢
地
区
 

▽
梅
田
ー
成
田
友
則
、
木
村

昭
彦
、
土
岐
市
五
郎
▽
中
泉
ー
 

佐
々
木
善
吉
、
神
誠
 

栄
地
区
 

▽
湊
ー
平
山
弥
助
、
三
橋
兼

蔵
▽
姥
落
ー
藤
田
寿
造
▽
猫
測
 

ー
藤
田
藤
栄
▽
三
ッ
谷
ー
岩
測

睦
男
▽
稲
実
ー
菊
池
新
一
、
加

藤
藤
男
▽
広
田
廿
山
田
千
秋
、
 

毛
内
喜
代
三
▽
雇
用
促
進
住
宅

廿
八
島
健
▽
七
ッ
館
廿
葛
西
繁

夫
、
葛
西
喜
美
雄
▽
み
ど
り
町
 

一
丁
目
ー
藤
田
良
雄
▽
同
二

・

三
丁
目
ー
西
村
達
志
▽
同
四
丁

目
廿
藤
田
富
男
▽
同
五
丁
目
ー
 

宮
腰
富
美
枝
▽
同
六
丁
目
廿
木

村
一
四
五
▽
同
七
丁
目
ー
須
崎

正
▽
同
八
丁
目
廿
田
中
多
三
郎

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
ー
寺
田
寿
▽
唐
笠
柳
 

ー
橘
節
男
▽
石
岡
ー
佐
々
木
嘉

四
太
郎
▽
水
野
尾
ー
高
橋
信
一
、
 

清
野
謙
六
▽
漆
川
ー
吉
村
嘉
右

工
門
▽
太
刀
打
廿
山
形
隆
一
▽

桃
崎
ー
小
川
仁
三
郎
▽
尻
無
廿

山
田
実
▽
一
野
坪
ー
島
谷
寅
之

助
▽
石
畑
廿
大
久
保
勘
三
▽
前

落

・
中
村
ー
山
内
盛
雄
▽
馬
性
 

ー
高
橋
天
進
▽
野
崎
廿
村
田
富

造
▽
田
中
廿
渋
谷
武
則
▽
悪
戸
 

・

宮
田
ー
高
橋
博
士
▽
川
代
田
 

ー
工
藤
兼
作
▽
米
田
ー
対
馬
貞

市
▽
二
本
柳
廿
寺
田
文
雄
 
 

飯
詰
地
区
 

▽
坂
の
上
・
南
新
廿
長
峰
政

直
▽
北
新
・
中
町
廿
木
村
勉
▽

新
町

・
大
町
廿
今
広
勝
▽
伝
助

町

・
下
町
ー
三
浦
幸
男
▽
上
町
 

‘
寺
町
ー
中
谷
庄
左
工
門
▽
大

正
町
ー
須
藤
栄
▽
大
日
町
ー
岩

田
政
義
▽
南
下
・
中
下
ー
須
藤

八
四
郎
▽
長
坂
ー
笠
井
正
昭
▽

曙
町
ー
岡
田
晴
正
▽
興
隆

・
朝

日
ー
太
田
裕
治
▽
下
岩
崎
廿
其

田
み
よ
の
▽
五
本
松
‘
北
下
ー
 

坂
本
長
蔵
▽
下
村
ー
今
実
 

中
川
地
区
 

▽
川
山
ー
松
沢
松
治
郎
、
藤

森
武
松
、
舘
山
長
治
郎
▽
沖
飯

詰
廿
秋
田
嘉
太
郎
▽
桜
田
ー
笠

井
敏
江
▽
中
泊
ー
高
松
東
五
郎

▽
種
井
ー
藤
森
紀
一
郎
▽
田
川

廿
平
山
清
一
▽
新
宮
ー
山
川
実

三
好
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
ー
小
野
秋
雄
、
開

米
チ
ョ
、
小
野
博
英
▽
藻
川
廿

川
浪
民
也
、
工
藤
義
信
、
竹
谷

寅
五
郎
、
川
浪
善
久
▽
高
瀬
ー
 

成
田
充
蔵
▽
福
井
ー
小
野
善
作

毘
沙
門
地
区
 

▽
毘
沙
門
l
佐
藤
粕
蒸
▽
旭
 

・

新
田
廿
太
田
藤
太
郎
▽
中
崎
 

ー
成
田
勝
美
▽
共
栄
ー
山
口
善

治
▽
中
野

・
川
端
ー
杉
山
治
▽

上
長
富
廿
増
田
光
信
▽
中
長
富
 

ー
高
橋
聡
允
▽
下
長
富
廿
木
村

千
代
作
 

（
敬称
略
）
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習やす園轡審 

昭和57年（1982年） 5 月15日 

罷臨 
、
、
 

さ
わ
や
か
環
境
緑
化
ま
つ
り
 

、
、
 

「生
活
に
う
る
お

い
と
や
す

ら
ぎ
を
」
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
・
花
と
緑

の
市
が
四
月
二
十
三
日
か
ら
四

日
間
、
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場

で
開
か
れ
、
花
と
緑
を
求
め
る

市
民
た
ち

で
賑
い
ま
し
た
。
 

初
日
は
午
前
十
時
か
ら
開
会

式
が
行
わ
れ
、
寺
田
市
長
が
「
花

を
育
て
木
を
植
え
、
う
る
お

い
 
 

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
下
さ
い
」
 
と
あ
い

さ
つ
、
南
小
一
年
の
須
藤
洋

さ

ん
ら
小
・
中
学
校
の
新
し

い

一

年
生
四
人
に
、
鈴
木
教
育
長
か

ら
桜
と
梅
の
入
学
記
念
樹
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
す
で
に
花
を
つ
け

た
サ
ッ
キ
な
ど
百
五
十
種
、
約

三
万
本
の
庭
木
や
盆
栽
が

展
示
 

不
燃
物
の
処
理
手
数
料
の
徴

収
は
六
月
一
日
か
ら
実
施
 

人
口
の
増
加
及
び
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
、
ご
み
の
量

は
年
々
増
加
し
て
そ
の
質
も
多

様
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

こ
と
は
再
三
に
わ
た
り
述
べ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
数

多
く
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
の

で
、
具
体
的
な
対
策
を
立
て
る

た
め
に
広
く
市
民
の
意
見
を
拝
 
 

さ
れ
、
市
価
よ
り
ニ
・
三
割
安

と
あ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同

時
に
入
り
口
で
待
ち
か
ね
て
い

た
市
民
が
ど
っ
と
押
し
か
け
ま

し
た
。
 

棄
物
（
ご
み
）
問
題
懇
談
会
」
を

設
置
し
て
い
ろ
い
ろ
ご
審
議

・

ご
検
討
を
お
願
い
し
て
き
た
こ

と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
 

二
年
続
き
の
冷
害
で
農
家
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、
そ
の
農

業
経
済
に
負
う
と
こ
ろ
の
大
き

い
商
店
を
は
じ
め
各
事
業
所
が

不
況
に
苦
し
ん
で
い
る
と
き
一

部
に
し
ろ
有
料
化
す
る
こ
と
は

非
常
に
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
廃
棄
物
 

（
ご
み
）
問
題
を
放
置
し
て
お
く

と
、
．あ
と
で
市
民
へ
の
大
き
な
 

期
間
中
は
イ
チ
イ
、
サ
ツ
キ
、
 

コ
テ
マ
リ
の
苗
木
一
万
本
が
無

料
で
配
布
さ
れ
、
庭
園
樹

の
整

枝
、
勇
定
講
習
会
等
に
も
人
気

が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

負
担
と
し
て
跳
ね
返
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
付
帯
要
望
事
項
を

添
え
て
答
申
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
 

一
部
に
し
ろ
有
料
化
の
問
題

で
す
の
で
、
市
議
会
の
全
員
協

議
会
を
二
度
に
わ
た
っ
て
開
い

て
い
た
だ
き
、
十
分
な
ご
検
討

ご
審
議
を
お
願

い
し
修
正
を
し

て

ニ
月
定
例
市
議
会
に
『

条
例

の
一
部
改
正
』
を
提
案
し
御
議

決

い
た
だ
い
た
こ
と
は
市
の
広

報
紙
で
詳
し
く
述
べ
た
と
こ

ろ

で
す
。
四
・
五
月
と
市
民
へ
の
 

P
R
に
努
め
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
六
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

事
業
者
負
担
の
自
覚
を
 

「清
掃
法
」
に
伝
わ
る
、
『廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
 
 

れ
か
に
該
当
す
る
方
 

日
 
現
に
危
険
物
施
設
に
お

い
て
危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
 

口
 
H
以
外
の
方
で
危
険
物

取
扱
者
の
う
ち
受
講
を
希
望
す

る
方
 

ロ
受
講
願
書
受
付
期
間
 
五

月
十
七
日
か
ら
五
月
二
十
九
日

ま
で
 

ロ
お
間
合
せ
 
五
所
川
原
地

区
消
防
本
部
予
防
係
（
。
⑩
一
一

〇
一
九
番
、
内
線
二
五
・
二
六

番
）
ま
で
 

る
法
律
」
 
（
昭和
四
十
六
年
九

月
施
行
）
で
「
事
業
者
は
そ
の

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃

棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お

い
て

適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
第
三
条
）
こと
に
な
り

ま
し
た
。
 

自
分
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば

処
理
業
者
と
契
約
し

て
処
理
し

て
も
ら
う
よ
り
な
い
わ
け
で
す
一

と
こ
ろ
が
、
五
所
川
原
市
で

は
同
法
施
行
後
も
事
業
所
の
ご

み
ま
で
家
庭
ご
み
と
し
て
無
料

で
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
 

行
政
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん

も
こ
の
際
不
公
平
の
是
正
を
自

覚
さ
れ
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

引
 
聴
し

よ
う
と
市
内
各
界
の
代
表

の
方
々
に
お
願
い
し
、
「
一
般
廃
 

危
険
物
取
扱
の
作
業
保
安
講
習
 

五
所
川
原
地
区

消
防
本
部
 

消
防
法
第
十
三
条
の
五
の
規
 

ロ
と
き
 
六
月
十
七
日
（
木
）
 

定
に
よ
る
危
険
物
の
取
扱
作
業
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
三
十
分

の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
次
の
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

と
お
り
行
な
い
ま
す
。
 

ロ
受
講
対
象
者
 
次
の
い
ず
 



生 

年 

月 

日 

期
 
間
 

明
治
一
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

明
泊
4
5年
‘
月
2
日
か
ら
大
正
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

大
正
2
年
4
月
2
日
か
ら
大
正
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

大
正
3
年
4
月
2
日
か
ら
大
正
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

4 

年 

5 

年 

6 

年 

7 

年 

一
、
年
金
の
種
類
と
受
け
ら
 

れ
る
要
件
な
ど
 

給
付
の
種
類
 

福
祉
年
金
の
給
付
は
四
種
 

類
あ
り
ま
す
。
 

老
齢
福
祉
年
金
 

障
害
福
祉
年
金
 

［
警十
福
祉
年
金
 

準
母
子
福
祉
年
金
 

現
在
、
年
金
を
受
け
て
い
る
 

方
の
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
昭和
五
十
六
年
三
月
末
現
 

在
）
 

福
祉
年
金
三
百
七
十
万
人
 

老
齢
福
祉
年
金
 

国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
 

た
と
き
、
す
で
に
高
齢
で
あ

る
た
め
拠
出
制
の
老
齢
年
金

の
支
給
要
件
で
あ
る
保
険
料

納
付
済
期
間
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
次

の
要
件
の
う
ち
ど
れ
か

ー
つ

に
該
哨
す
る
と
き
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
七

十
歳
に
達
し
た
と
き
。
 

た
だ
し
、
昭
和
五
＋
六
年

四
月
以
降
は
新
規
に
支
給
さ

れ
る
方
は
お
り
ま
せ
ん
。
 

②
大
正
五
年
四
月
一
日
ま
 

で
に
生
ま
れ
た
方
で
あ
っ
て
、
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
保
険
料
の
免
除
さ

れ
た
期
間
が
次
の
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
を
超
え
る
方

が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
。
 

③
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、
ま

た
は
前
（
「
厭
」
）
の
要
件
に
該
当

す
る
方
が
、
日
常
生
活
に
著

し
い
制
限
を
受
け
る
程
度
（
国

民
年
金
法
障
害
等
級
表
に
該

当
す
る
と
き
）
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
て
か
ら
六
十
五
歳
 

に
達
し
た
と
き
、
ま
た
は
六

十
五
歳
に
達
し
た
後
に
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
と
き
。
 

年
金
額
 

2
8
8
、0
0
0
円
（月
額
 

2
4
、0
0
0
円
）
た
だ
し
、
 

扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の
所

得
に
よ
り
、

一
部
支
給
を
停

止
さ
れ
、2
7
6
、
0
0
0
円
 

（月
額
2
3
、0
0
0
円
）
に

な
る
方
が
あ
り
ま
す
。
 

年
金
め
は
声
レ
 

福
祉
年
金
に
つ
い
て
 

その12の 1 

手
続
き
は
お
早
め
に
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
ー
カ

月
分
が
五
千
二
百
二
十
円
で
す

が
、
失
業
し
た
り
、
収
入
が
少

な
い
、
生
活
が
苦
し
い
、
冷
害

な
ど
の
た
め
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、
申
し
出
に
よ
っ

て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
o
 

今
、
早
速
手
続
き
を
す
れ
ば
、
 

今
年
の
四
月
分
か
ら
来
年
の
三

月
分
ま
で
の
ー
カ
年
分
の
保
険

料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
が
免
除
に
な
っ
て
も
、
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児

年
金
な
ど
は
、
納
め
た
人
と
同

様
の
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
 

そ
の
ま
ま
に
放
置
し
な
い
で
必
 

ず
市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
に

認
印
を
お
持
ち
に
な
り
、
免
除

の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
免
除

さ
れ
た
期
間
が
三
分
の

ー
に
減

ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

す
ぐ
に
追
納
し
て
下
さ
い
。
 

十
年
以
内
の
分
な
ら
、
旧
料

金
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ

ま
す
。
 

追
納
し
た
場
合
は
、
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
じ
計
算
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
任
意
加
入
 

の
人
は
免
除
で
き
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
（
廿
⑩
二
一
一

一
番
・
内
線
二
六
六
番
二

一
六

七
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

い
。
 ー

市
民
講
座

開
 
催
 

ロ
と
き
 
五
月
一
一
十
九
日
 

（土
）
午
後
一
時
三
十
分
ー
三

時
 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
 

商業を営む皆さん 
勢
調
査
」
 

、
 

、
 

「商業統計調査」にご協力を 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
講
師
 
小
山
吉
之
助
氏
（
元

五
所
川
原
第
一
中
学
校
長
・
前

五
所
川
原
市
教
育
長
）
 

ロ
演
題
 
“
川
柳
漫
談
（
 

六
月
一
日
現

在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
 
「商

業
統
計
調
査
」
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

通
商
産
業
省
が

実
施
し
て
い
る

統
計
法
に
基
づ

く
指
定
統
計
調

査
で
、
全
国
の

商
業

（
卸
‘
小

売
業
、飲
食
店
）
 

を
漏
れ
な
く
調

査
す
る
い
わ
ゆ

る
「
商
業
の
国

と
も
き
目
わ
れる
 

も
の
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
全

国
の
商
店
を
業
種
別
、
規

模
別
な
ど
に
区
別
し
、
商

店
の
全
国
の
分
布
状
況
と

か
、
販
売
活
動
な
ど
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

五
月
の
下
旬
か
ら
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
お
忙
し

い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
 
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

※
隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
 

の
う
え
お
い
で
下
さ
い
。
年
令
 

・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

安
心
し
て
お
書
き
下
さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
四
種
類

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
 

〔甲
■
査
〕
 
法
人
組

織
の
商
店
（
飲
食
店
を
除

く
。）
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

〔乙
鯛
査
〕
 
個
人
経

営
の
商
店
（
飲
食
店
を
除

く
。）
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

〔丙
調
査
〕
 
飲
食
店
 

（バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
 

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
酒
場
、
 

ビ
ヤ
ホ
ー
ル
を
除
く
。）
を

対
象
と
し
ま
す
。
 

〔丙
の
ニ
調
査
〕
 
飲

食
店
の
う
ち
バ
ー
、
キ
ャ

バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
 

酒
場
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
を
対

象
と
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
総
務
課
企
画
室
（
廿

⑩
2
1
1
1
番
、
内
線
3
1
8
 

1
3
1
9
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 



最
近
の
水
虫
、
回
虫
に

つ
い
て
 

み
ん
な

の
健
康
教
室
 

広報i議 

市
立
図
書
館
利
用
の
ご
案
内
 

c/)議醸麟麟難 

図
書
館
は
図
書
・
記
録
、
そ

の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
・
整

理

・
保
存
し
、
地
域
社
会
の
住

一
民
の
た
め
の
生
涯
に
わ
た
る
学

一
習
の
場
と
し
て
、
広
く
市
民
の

利
用
に
供
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

一
 
ロ
開
館
時
間
 
午
前
九
時
1
1
1
 

一
十
分
か
ら
 

一
 
夏
期
時
間
 
午
後
五
時
三
十

一
分
ま
で
 

一
 
冬
期
時
間
 
午
後
四
時
三
十
 
 

市
と
市
教
育
委
員
会
主
催
の
 

「チ
ビ
ッ
子
農
園
」
の
開
園
式

が
五
月
二
日
、
市
内
吹
畑
藤
巻

の
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
県
の
市
民
農

園
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
 一
人
当
た
り

約
三
十
平
方
H
の
農
園
を
百
十

五
区
画
、
合
わ
せ
て
約
三
千
四

百
平
方
H
を
市
内
小
、
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
に
自
由
に
農
作

物
を
栽
培
し
て
も
ら
お
う
と
提

供
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

開
園
に
あ
た
っ
て
鈴
木
教
育

長
が
「
土
に
親
し
み
汗
を
流
す

喜
び
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
 

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
主
催
者
 

ロ
利
用
手
続
き
 
図
書
館
の

受
付
で
登
録
を
し
て
下
さ
い
。
 
 

側
か
ら
作
業
に
つ
い
て
の
注
意

や
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全

員
に
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
ジ
ャ

芋
な
ど
の
苗
や
タ
ネ
が
配
ら
れ

ま
し
た
。
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
最
近
の
 

水
虫
、
回
虫
に
つ
い
て
」
 
です
。
 

ロ
と
き
 
五
月
二
十
八
日
 

（
金）
午
後
一
時
 

そ
の
際
、
何
か
身
分
を
証
明

す
る
も
の
を
お
示
し
下
さ
い
。
 

ロ
図
書

館
所
在
地

五
所
川

原
市
字
栄

町

一
一
九

番
地
 

菊
ケ
丘

運
動
公
園

内

（
市
民

体
育
館
向

い
）
 

五
所
川

原
市
立
図

書
館
（
廿

⑩
四
三
三
 

四
）
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に

た
た
ら
れ
、
作
業
は
中
止
と
な

り
、
せ
っ
か
く
集
ま
っ
た
チ
ビ

ッ
子
た
ち
を
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
、
修
了
証
と
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。
 

あ
な
た
も

献
血
手
帳
を

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行
 

愛
和
基
金
に
と
一
 い

ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 
六
月
三
 

日
（
木
）
 

o
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

〇
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
 

西
北
中
央
病
院
前
 

胃
腸

病
検
診
の

時
問
 

四
月
十
五
日
号
に
掲
載
し
た
 

「胃
腸
病
検
診
」
 
の受
付
時
間

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
受
付
時
間
 
午
前
五
時
三

十
五
分
か
ら
八
時
ま
で
 

ロ
検
診
時
間
 
午
前
六
時
三

十
分
か
ら
九
時
ま
で
 

万
円
寄
付
 

三

越

健
康
社
 

三
越
健
康
社
（
石
塚
て
つ
お

会
長
）
は
四
月
二
十
一
日
、
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
で
て
下
さ

い
と
一
万
円
を
市
に
寄
付
、
石

塚
会
長
が
長
谷
川
市
福
祉
事
務

所
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

「愛
和
基
金
」
と
し
て
会
社

の
利
益
の
な
か
か
ら
毎
月
継
続

的
に
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

そ
の
一
回
目
と
し
て
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

昭和57年（1982年） 5月15日 

分
ま
で
．
 

ロ
休
館
日
 
毎
週
月
曜
日
、
 

毎
月
末
日
、祝
祭
日
、年
末
年
始

ロ
図
書
貸
出
 
一
人
一
回
三

冊
ま
で
、
期
間
は
十
日
以
内

ロ
団
体
貸
出
 
市
内
の
各
種

団
体
、
読
書
グ
ル
ー
プ
等
で
所

定
の
発
録
手
続
き
を
し
た
場
合
、
 

一
団
体
三
十
冊
ま
で

ー
カ
月
お

貸
し
し
ま
す
。
 

ロ
利
用
料
金
 
図
書
館
の
利

用
は
無
料
で
す
。
 

(
 

《
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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